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[緒言]Onyx による脳動静脈奇形（AVM）塞栓は 2008 年に本邦で薬事承認を受け、知見

が積み上げられている。Onyx による経動脈的塞栓(TAE)の際には稀に Onyx の脈管外へ

の溢出が認められる。しかしながら、Onyx extravasation についての報告は少ない。

今回当院での AVM の TAE 中に Onyx extravasation を認めた 2 例について検討を行った。 

[症例]症例1：50歳男性、症候性てんかんで救急搬送され右前頭葉脳出血の診断。右前

頭葉AVMを疑う所見を認め、入院当日に脳血管撮影(DSA)を施行、Spetzler-Martin分類

grade1だった。入院翌日にflow reductionを意図して右中大脳動脈(MCA)からのmain 

feederをNBCAで塞栓した。発症2週間後に摘出前塞栓としてOnyx18によるTAEを2nd 

proper feederから行った。塞栓早期からOnyxのextravasationを認めた。Total 1ccの

Onyxを注入し、AVMは消失した。塞栓直後の開頭術中の所見で血腫腔内にextravasation

したOnyxを認めた。新規の出血は認めなかった。AVMは全摘出され、特に術後神経脱落

症状を認めなかった。症例2：78歳男性、2015年3月に偶発的に発見された右前頭葉AVM

に対してガンマナイフ治療を行われた。フォロー中、2019年3月の頭部MRAでAVM nidus

縮小を認めず、一方でnidus後方の無症候性出血を認めたため、根治的治療を予定した。

Spetzler-Martin分類grade1だった。3本のfeederからOnyx18で塞栓を行った。3本目の

feederからのOnyx塞栓時、nidus全体が塞栓されdrainerの一部にOnyxが流入した。こ

の時点の造影でAVMは消失し、直後にOnyxのextravasationを認め塞栓を終了した。

Total 0.86ccの注入となった。術後CTで出血なく、全身麻酔鎮静を継続し翌朝に摘出

術を行った。摘出の際、塞栓されたAVMの近傍に脳内血腫を認めた。Extravasationし

たOnyxは血腫内に認められた。血腫はpremotor areaに認められ、術後片麻痺が生じた

が1か月の経過で麻痺は寛解し独歩退院となった。 

[結語]Onyx extravasationを認めた2例を経験し、うち1例では塞栓後遅発性の出血を

来した。 


